




●実験

1 食塩水：インターネットで魚を飼育する人にとってプラナリアは水槽の見ばえ

を悪くするので、ほかの魚に影響を与えないため濃度1％食塩水を使って駆除

するが、しばらくするとまた増えていると言う話を見ました。そこで食塩水でプラ

ナリアは生きられるのか、それとも死んでしまうのかを検証したいと思いました。

浄水に食塩を溶かして使いました。

◆杢塁： 駆除した後もまた増える話を聞いて、1日は生きられると思いました。

◆結墾：

濃度1％ ・ ・ ・ 2匹とも容器に入れた瞬間から激しく動き約10分後に図鑑を確

認したところ内臓と思われるものが出ている状態で死んでしまいました。



食塩濃度を下げれば生きられるかもしれないと考え、次の2種類の食塩水でも実験して

みました。

濃度0. 5% …1匹は2日後、もう1匹は6日後に死にました。2匹とも1％時と同じく

内臓と思われるものが出ていた状態で死んでいました。

濃度0. 3% …1匹は見た目に変化なく3日後、もう1匹は体が

ちぎれた状態で4日後に死んでしまいました。

食塩は濃度を下げれば、少し長く生きられるようです。



2星渭瑛： 濃度1％の食塩水が 10分程しか生きられなかったので、濃度1％の砂糖

水ではどうなるか実験してみることにしました。砂糖はふだん家で使用しているきび糖

ともう一 つ上白糖の2種類を用意し、浄水に溶かして使いました。

◆杢想： 濃度1％の食塩水と同じようになるのではないかと思いました。

♦舷

きび糖…2匹とも2週間生きていました。1匹は3日目に分裂して2匹になっていま

した。食塩とは違う結果となり驚きました。

上白糖・・・分裂はしませんでしたが、きび糖と同じ結果になりました。
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3お風呂の水： 見た目はきれいそうに見えるお風呂の水を活用出来ないかと考えて、

水道水を38度に沸かし入る前と入った後のお湯を冷まして使いました。

◆予想： 見た目はきれいに見える水なので、両方とも2週間生きられると思いました。



◆結果：

入る前の風呂水・・・1匹は少しちぢんで丸くなったような状態で8日後に死んでしまい、

もう 1匹は2週間生きていました。

入った後の風呂水・・・1匹は少しとけたような状態で5日後に死んでしまい、もう1匹は

2週間生きていました。
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個体差があり、どちらとも言えない結果となりました。

4 水紅： インターネットでプラナリアの飼い方を調べたら、カルキが良くないとあっ

たので、カルキを抜かないそのままの水道水を使ったらどうなるかやってみました。



◆予想： カルキが原因で、2~3日で死んでしまうかもしれないと思いました。

◆結 墨 1匹はくずれかけた状態で7日後に死んでしまい、もう1匹は2週間生きていま

した。

個体差があり、どちらとも言えない結果となりました。

5精製水： 考えられる最もきれいな水として、市販されている精製水を選びました。

◆杢想： きれいな水なので2週間生きられると思いました。

◆結果： 1匹は翌日そのままの状態で、もう1匹は8日後にバラバラになって死んでしま

いました。きれいな水のはずなのになぜだろうと思います。








